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より呼吸器感染症も急増か 
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 第 10波の感染が拡大している新型コロナ。高知市の医師 2人に現状を聞くと、従来株に

加え新しい変異株が流行し、第 10波の期間中 2つの株に感染する可能性が出てきたという。 

さらに様々な呼吸器感染症の患者も爆発的に増えている。第 10波のさなかで戦う医療現場

の今を取材した。 

 
世界中で流行 新変異株「JN.1」 

1 月 21 日までの 1 週間に報告されたコロナの感染者数は、1 医療機関あたり 13.95 人で前

の週の 1.27倍に。今シーズン初めてインフルエンザの感染者数を上回った。 

県は第 10波の感染が拡大し、今後、医療逼迫（ひっぱく）のおそれがあるとしている。 

この第 10波の背景に、新しい変異株の存在を指摘する医師が、高知市の朝倉医療クリニッ

クの武市牧子院長だ。 

武市院長: 

日本では 12 月末から JN.1 が主流になってきて、現状、非常に拡大しているという（国立

感染症研究所からの）報告が出ている。 

JN.1は世界中で流行しているオミクロンの新しい変異株で、高知県内でもすでに感染が確

認されている。 

武市医師は 10 波の期間中、従来のオミクロンと JN.1 の 2 つの株に感染するおそれがある

と指摘する。 

武市院長: 

JN.1の症状はこれまでのオミクロン株とあまり変わらず、せき、高熱、関節痛、のどの痛

みなどがみられる。前回オミクロン BA.2にかかった方でも、新しい株にはかかる可能性が

あるので気をつけてもらいたい。 

呼吸器系疾患 異常な数で増加 

注意すべきは、コロナやインフルエンザだけではありません。高知市の近森病院の石田正



之医師は、今シーズンのある特徴に警鐘を鳴らしている。 

石田医師: 

呼吸器感染症を起こす病原体の感染症が 5 類になって以降、非常に異常な数で増えている

ことが分かっている。 

全国的にこの冬、咽頭結膜熱、RSウイルス感染症、溶連菌感染症などの呼吸器感染症が急

増。症状は、いずれも発熱、せき、のどの痛みなどで、子どもが多く感染している。 

県内では溶連菌感染症が特に多く、1医療機関あたり 3.73人と、安芸福祉保健所管内で急

増、中央東で増加している。 

呼吸器感染症が急増する原因について、石田医師は「コロナによって過去 3 年あまり（感

染対策の徹底で）呼吸器感染症にかからないような生活をしてきた。そういうものに対し

ての抵抗力が著しく全体的に低下しているから、感染が爆発的に発生しやすい状況が起こ

っている」と指摘する。 

感染拡大ピーク 例年より長引く可能性 

コロナ 10波の今後の見通しを武市医師に聞いた。コロナやインフルエンザはだいたい年明

けに感染が拡大して、2月頃ピークアウトする傾向にある。 

しかし、2024年の 2月は 3連休が 2回あり、人の移動が多くなる。さらに、中国の旧正月、

春節もあり海外から観光客も増えることが予想される。このためピークアウトが 3 月以降

に遅れる可能性があるとのこと。 

変異株 JN.1はアメリカで大流行し、感染力は強いとされている。手洗いうがいなどの基本

的な対策が重要だ。（高知さんさんテレビ） 

 

 

 

 

 


